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育
英
会
設
立
十
周
年

記
念
事
業
の
紹
介

「
六
つ
の
行
事
』

よだ
A
Q

一
A育英

海
洋
画
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
展

( 1 ) 

日
時
H
昭
和
五
十
五
年
七
月
十
六
日
附
、
十

七
日
閥
、
十
八
日
樹
、
各
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時
三

O
分
ま
で

場
所
H
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田

一
丁
目

一

ー
十
一
一
コ

l
プ
ビ
ル
地
下
展
示
場

在
学
奨
学
生
に
対
す
る
十
周
年
記
念
品

の
贈
呈

漁
船
海
難
遺
族
の
母
・
子
の
文
集
刊
行

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動
十
年
の

歩
み
刊
行

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
の
つ
ど

O

記
念
映
画

「あ
し
た
の
海
」

｜
漁
船
海

難
遺
児
の
訴
、
ぇ

。。。。出
展
協
力
者
H
海
洋
画
家
佐
藤
幹
児
画
伯

出
展
点
数
H
計
四

O
点
（
三
号
四
点
・
四
号

十
五
点
・
六
号
十
点
・
八
号
七
点
・

十
号
二
点

・
二
十
号
二
点
）

価
格
H
市
価
の
半
額

・
一
号

一
万
五
千
円

売
り
上
げ
の
大
部
分
は
、
画
伯
の
御
厚
意

に
よ
り
、
育
英
基
金
に
御
寄
付
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
画
伯
は
こ
れ
ま
で
に
岩
手
県

・

宮
城
県
・
東
京
と
四
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を

開
催
さ
れ
、

す
で
に
御
寄
付
い
た
だ
い
た
額

は
大
変
な
額
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

在
~」

ーテ

灘
；護員

選
11ぶj
対
す
る

全
奨
学
生
と
と
も
に
、
こ
の
十
周
年
を
祝

う
の
に
全
奨
学
生
が

一
カ
所
に
集
ま
っ
て
行

う
こ
と
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
替

え
て
、
育
英
会
と
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

各
都
道
府
県
の
地
方
協
議
会
か
ら
、
記
念
品

を
贈
呈
し
、
十
周
年
を
喜
び
合
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
の
行
事
の
実
地
は
、
十
周
年
記
念
品
の

贈
呈
要
領
に
基
づ
き
、
各
地
方
協
議
会
が
そ

一
の
贈
呈

れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
記
念
品
又
は
行
事

を
行
い
ま
す
。
贈
呈
の
対
象
者
は
、
現
在
育

英
会
の
奨
学
生
及
び
現
在
は
奨
学
生
で
な
い

が
、
現
に
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
遺
児

も
含
み
ま
す
。
ま
た
、
給

・
貸
与
金
を
漁
協

か
ら
受
取
っ
て
い
な
い
郵
便
局
・
銀
行
扱
い

奨
学
生
及
び
日
本
遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会
の

各
支
部
扱
い
奨
学
生
も
在
住
す
る
各
県
地
方

協
議
会
か
ら
全
員

一
律
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

。
第
一一
回
願
書
締
切
り
七
月
三
十

日
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公
表
H
八
ム
表
の
日
は
、
本
会
設
立
の
目
、
本

年
十
月
二
十
九
日

原
稿
締
切
日
日
公
表
の
日
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
七
月
二
十
日
ま
で
に
育
英
会
へ

必
着
す
る
よ
う
願
い
ま
す
。
編
集
、

印
刷
、
製
本
と
で
き
上
が
る
ま
で
に

か
な
り
の
時
聞
が
か
か
り
ま
す
。

原
稿
の
送
り
方
H
も
よ
り
の
漁
協
に
と
ど
け

れ
ば
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
郵
便
局

・

銀
行
扱
い
の
奨
学
生
は
漁
協
に
頼
む

か
、
又
は
育
英
会
へ
直
接
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

寄
稿
者
記
念
品
H
寄
稿
さ
れ
た
奨
学
生
、

卒

業
生
、
お
母
さ
ん
す
べ
て
に
、
文
集

と
さ
さ
や
か
で
す
が
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

（
注
）
五
周
年
記
念
文
集
に
は
、
県
に
よ
っ

て
は
、

一
人
も
寄
稿
者
が
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
公
表
し
た
の
ち

こ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
関
係
者
が
残

念
が
ら
れ
た
ケ

l
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
皆
ん
な
で
立
派
な
文
集
を
つ
く

り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
漁
協
、

県
連
等
地
方
協
議
会
関
係
者
に
は
よ

ろ
し
く
指
導
方
お
願
い
し
ま
す。

場 開 行 て者 ささすが協私地なの参表を せ用元調とす表 一 学はかいおの

所 催 事 のの行いんの 一 議ど方る記加がしこんに気子思でし年 二 残所の母行こ
II 日 の べ参事。安で休会も協よ念き全ぽの 。つにをいにて生年念にでき事の

木合国同｜｜遺英名 て加の 心、と（育議う行れ国つよ い参整ま漁、又生な集すんで行

神セ立 三 昭児会称 お上内 しおな全英会、事たかてう て加えす協参はをがまがの す事

国ンオ十和を設 H きの容 て母つ漁会の漁が皆らもに はし、がか加 三 中らり、全。が

町タリ日五励立財 ま注や 参さて連事関協 ー さ集約、 ー て健、らす年心不宿 三 員こ

三 ｜ン仕）十ま十回 す意奨 加ん努等務係及生んま 三 参 さく康参連る生に可泊千にの十

I〔ピ 五す周法 。事学 き御力関局者びのにり五加 いだに加絡こあ、能し人参行周

一 束 Y 年全年人 項生 せ家い係並を県思とま O者 か さ 留 者 が と る 県 て い て を 加 事 年
）京ク 八回記漁 に・ て族た団ぴは漁いっす名奨 かい意はあにいにす行超しに記

都記 月の念船 つ引 くの し体 全じ連 出てが の学 り 。し体つなはよ 。事えて は念

渋念 二 つ「海 い率 だ皆ま）固め等とこ、代生 ま費てのたり高っそをるい、事

谷青 十ど漁難 ：±士士士主主二二二二二二二ここここ＝＝＝＝±士士士....士士主主ででででで士ケ二二二二 ま校てこ行人た奨業

黒字 2と程賞 『漁船海難遺児を励ます全国のつどい』た芸 店て：票22妥
々総 幽 難育 。代学中と ー たと大

は K し約もヤてす 二 8月29日・ 30日＝＝

:_, I ; c ; ~ 了! ~- 1~ 国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて

のセかて問し等部さ表
パンらい皆てのはいに業発験奨式数会の漁すはしすりまのき下典少
スタはたきい主 、 。選奨 表等学典出長会 業全じて。励 たお、同にしな

で｜ 、だんる題ア ば学がを生で席等長協固めは主ま、言直妃は説お
東等ノ〈きとさ歌ニ れ生お主代はさ、並同協、、催し関葉桜殿来明

京）スま楽きをメ た代こ題表、れ関び組議漁育者の係を奨下賓し式

駅をですしき歌｜ 奨表なにが中ま係に合会船英領lj言大賜学のとま典
し 都。くいいシ 学がわしそ学す団各連構海会（葉臣わ生御しす等

上、 内 歌さ、ヨ 生答れたれ生。休県合成難理励をもるに臨てとの
（見 見 つお声ン は辞、作ぞ代まの漁会団遺事まい御予対席、、内

二学 学 たさ優字 、を最文れ表た代協同体旦等すた出定しを皇第査
頁終（ りんと宙 頑行後の生、、表婦信役を役側だ席で励い太 ー を
へ了 N おにし戦 張いに 朗 活卒 こ が人漁員励員）きとすまた 子部も
） 後 H 話、て艦 つま卒読休業の多部連、まをとまな。しだ殿式う

財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、
文

部
大
臣
・
農
林

（現
・
農
林
水
産
）
大
臣
の

認
可
を
得
て
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
九

日
に
設
立
さ
れ
、
本
年
は
設
立
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
十
年
間
に
、

育
英
会
に
寄
せ
ら
れ
た

漁
業
関
係
者
を
始
め
、

一
般

国

民

の

皆

様

か

奨

学

生

や

お

母

さ

ん

の

作

文

・
詩
歌
を
ま

ら

の

緩

か

い

御

支

援

に

対

し

、

心

か

ら

お

礼

と

め

た

文

集

は

、

す

で

に

第

一
集
を
昭
和
五

申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
様
で
、
事
業
内
容
以
上
の
行
事
の
ほ
か
、
こ
の
十
周
年
を

一

十
年
本
会
設
立
五
周
年
を
記
念
し
て
「
だ
つ

は
設
立
当
初
に
比
べ
離
世
の
感
の
い
た
す
ほ

年

先
き
が
け
て
、
五
十
四
年
度
に
漁
船
海
難
こ
し
て
も
ら
い
た
か

っ
た
」
と
題
し
刊
行
し

ど
の
改
善
が
実
現
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

（育
英
会
を
支
て
お
り
ま
す
。
こ
の
第

一
集
は
、
各
方
面
か

誕
生
し
て
十
年
。
平
坦
と
は
い
え
な
い
寸
援
し
、
育
英
基
金
の
た
め
の
募
金
を
行
う
漁
ら
の
要
望
が
多
く
現
在
残
部
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
の
歩
み
で
し
た
が
、
こ
の
大
き
な
節
目
を
業
関
係
団
体
の
組
織
）
の
御
努
力
で
、

三
千
ま
た
、
こ
の
文
集
に
収
め
ら
れ
た
母
・
子
の

迎
え
た
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
あ
り
、
次
の
発
個
の
募
金
箱
が
製
作
さ
れ
、
全
国
の
漁
協
窓
声
が
、
社
会
に
対
し
遺
族
生
活
の
実
情
を
訴

展
に
向
っ
て
新
ら
だ
な
決
意
が
湧
い
て
い
ま
す
。

口
等
関
係
方
面
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

ぇ
、
特
に
、
漁
業
の
現
場
で
働
い
て
お
ら
れ

本
号
は
、
十
周
年
を
－記
念
し
て
企
画
し
た
ま
た
、
育
英
一事
業
の
基
盤
を
強
化
し
、
よ
る
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
、
事
故
の
防
止

・
人

記
念
事
業
を
紹
介
す
る
、
特
集
号
と
し
ま
し
り
事
業
の
改
善
充
実
を
図
る
た
め
に
、
十
周
命
の
尊
き
を
強
く
訴
え
て
い
る
力
は
高
く
評

た
。

年
を
記
念
し
て
五
十
五
年

・
五
十
六
年
の

二

価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
第
二
集
で

六

つ

の

行

事

カ

年

に

わ

た

り

、

第

三
期
基
金
造
成
募
金
を
す
。
第

一
集
の
経
験
の
上
に
立
っ
て
、
よ
り

O

設
立
十
周
年
記
念
海
洋
画
チ
ャ
リ
テ
ィ
行
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
申
よ
い
文
集
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ー

展

し

上

げ

ま

す

。

一

今
回
の
募
集
要
領
は
、
す
で
に
各
家
庭
に
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一
部
づ
つ
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
説

明
を
要
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
次
の
要
領

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
の
長
き
H
四

O
O字
詰
め
原
稿
用
紙
夕

テ
書
き
、

三
枚
程
度
の
範
囲
内

課
題
日
特
に
き
め
て
い
な
い
が
、
お
父
き
ん

に
つ
い
て
、
ま
た
、
お
母
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
、
皆
さ
ん
の
将
来
の

希
望
等
、
現
実
の
生
活
の
中
か
ら
自

由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

作
文
の
ほ
か
詩
・
歌
も
是
非
送

っ

て
く
だ
さ
い
。

行
事
内
容
H
二
十
九
日
・
奨
学
生
全
国
交
流

の
々
ノ
べ

三
十
日
・
第

一
部
設
立
十
周
年
記
念

式
典
、
第
二
部
さ
さ
き
い
き
を
を

囲
む
楽
し
い
ひ
と
時
及
び
都
内
見
学

宿
泊
H
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

ム
口
セ
ン
タ
ー
内
宿
泊
棟
（
担
率
者
も

同
宿
）

，岡
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運
動

十
年
の
歩
み
編
さ
ん
刊
行

財
団
法
人
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
が
設
立

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
、
基
金
造
成
の
過
程
、

事
業
の
内
容
と
そ
の
改
善
の
あ
と
、
及
び
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
、
同
地

公と 方
表め 協
｜｜ま 議

年 予 す 会
十定。の

月と 活
二し 動
十ての
九 は 歩
日本み
会等
設 を
立 総
の合
目的

本ま



( 2 ) 

（
一
頁
よ
り
）
野
駅
に
行
き
、
帰
路
に
着
く

予
定
で
コ
ー
ス
を
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
式
典
の
模
様
は
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

る
予
定
で
す
。

〈
参
加
者
へ
の
連
絡
事
項
〉

「
全
国
の
つ
ど
い
」
に
参
加
さ
れ
る
奨
学

生
に
は
「
参
加
者
の
し
お
り
」
を
前
も
っ
て

お
渡
し
ま
す
の
で
十
分
に
読
ん
で
お
き
、
集

団
行
動
に
お
い
て
一
番
大
切
な
規
律
を
重
ん

じ
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

服
装
に
つ
い
て
は
、
参
加
す
る
た
め
に
新

調
し
た
り
せ
ず
に
、
学
校
で
き
め
ら
れ
て
い

る
夏
の
服
装
に
統

一
し
ま
す
。
靴
も
通
学
に

使
っ
て
い
る
運
動
靴
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
交
流
の
夕
、
べ
及
び
宿
泊
室
内
は
、
学
校

で
き
め
ら
れ
て
い
る
ト
レ
パ
ン
・
ト
レ
シ
ャ

ツ
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
普

段
使
用
し
て
い
る
も
の
を
清
潔
に
心
が
け
て

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所
は
、
昭
和

ニ
」1
九
年
に
日
本
で

開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ゾ
ク
大
会
の
選
手
村

よだ
A
Q

一
A英＝担え

同昭和55年 7月1日第 17号

県名
学資給与奨学生 奨学金rt

合計
551ドl'l第 l1,,1新規It/fl-/';

幼児小学生中学生 小計 与奨学生 幼児 小学生 ,i，’＂｛：’lo 結:¥l--1
北海道 6 124 138(1) 268(1) 46 314(1) 6 16 戸" 14 41 

育 森 1 55 84(2) 140(2) 30 170(2) 1 3 10 14 

岩 手 4 58 69 131 37 168 4 8 13 25 

宮 城 4 57 54(1) 115(1) 11 126(1) 4 5 4 3 16 

秋 田 6 6 7 

山 売予 I 13 20(1) 34(1) 8 42(1) 3 4 

福 島 29 27 56 21 77 3 I 8 12 

茨 城 7 11 18 6 24 2 1 2 5 

千 葉 25 26 51 2 53 I 2 4 

東 京 3 5 8 I 9 

神 奈 川 4 3 7 3 IO 

新 1勾 13 21 34 8 42 2 2 

窟 山 I IO 9 20 9 29 I I 3 5 

石 Ill 3 21 25 49 II 60 3 4 2 3 12 

福 井 7 5 12 3 15 2 I 3 

静 問 8 22 30 9 39 2 4 3 9 

愛 知 I 8 10(2) 19(2) 6 25(2) 3 2 3 9 

重 17 14 31 8 39 3 1 3 7 

京 者E 2 I 3 I 4 I I 

大 阪 2 5 7 7 

兵 庫 I 18 12 31 9 40 3 2 6 

和歌山 13 13 26 6 32 3 3 

鳥 取 2 19 15(1) 36(1) 4 40(1) 2 4 2 2 IO 

島 ＋昆 I 13 16 30 2 32 1 I 3 

岡 山 6 5 11 3 14 2 2 

広 島 2 3 5 3 8 I 

山 ロ 36 32 69 17 86 I 5 2 9 17 

香 Iii 1 11 10 22 11 33 1 2 I 4 8 

徳 烏 2 4 JO 16 8 24 2 1 3 6 

愛 h霊 2 IO 15 27 9 36 2 2 4 8 

高 知 16 22 38 7 45 2 3 

福 岡 4 22 26 1 27 

佐賀県玄海 9 6 15 3 18 2 2 

長 崎 2 75 81(3) 158(3) 19 177(3) 2 7 7 16 

大 分 7 8 15 5 20 I 1 

熊 本 4 6 IO 3 13 I 

宮 山奇 II IO 21 II 32 1 

鹿児島 2 11 24(1) 37(1) 7 44(1) 2 2 

i中 縄 2 2 2 

辺ロ、 計 35 732 867(12) l ,634(12) 349 1,983(12) 35 79 27 118 259 

(U[lf1155年 6月末収在）

三 都道府県別奨学生数 三

と
し
て
作
ら
れ
た
施
設
で
す
が
、
大
会
終
了

後
は
、
青
少
年
育
成
の
た
め
の
研
修
施
設
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
宿
泊
場
内
で
の
生
活
は
規
則
正
し
い
生

活
が
求
め
ら
れ
、
同
時
に
利
用
者
の
自
主
性

を
重
ん
じ
た
運
営
を
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

東
京
に
上
京
し
た
機
会
を
利
用
し
て
、
東

京
に
お
ら
れ
る
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
面
会

を
希
望
す
る
人
は
、
前
も
っ
て
面
会
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
面
会
は
第

一
日
目

（
八
月
二
十
九
日
）
の
夜
、
宿
泊
場
内
の
所

定
の
場
所
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
外

出
し
て
の
面
会
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
書
に

つ
い
て
は
、
出
発
す
る
ま
で
に
漁
協
を
通
じ

て
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
カ
メ
ラ

・
ラ
ジ
オ
等
の
持
参
は
禁

止
し
ま
す
。

全
国
的
な
規
模
で
行
う
こ
の
よ
う
な
行
事
の

た
め
、
い
ろ
い
ろ
御
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
多
く
御
負
担
と
御
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
下
、
特
に
お
願
い
し
た
い
点
を
あ
げ
て

お
き
ま
す
。

奨
学
生
の
引
率
に
関
す
る
責
任
を
明
確
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
奨
学
生
の
家
か
ら

県
漁
連
が
指
定
し
た
場
所
ま
で
の
聞
は
、
往

復
と
も
漁
協
引
率
者
に
お
願
い
し
、
指
定
の

場
か
ら
東
京
の
会
場
ま
で
及
び
会
期
中
は
県

漁
連
の
引
率
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
行
事
で
は
、
郵
便
局
、
銀
行
扱
い

奨
学
生
及
び
日
本
遠
洋
底
曳
網
漁
業
協
会
各

支
扱
い
の
奨
学
生
も
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
県

一
本
で
行
動
を
取
る
よ
う
お
願
い
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
奨
学
生
及
び
そ
の
お
母
さ
ん
は

担
当
県
漁
連
等
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
準
備

と
、
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
学
生
の
健
康
に
は
、
当
然
十
分
な
注
意

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
の
つ
ど
を
払
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

い
実
施
要
領
」
同
細
別
で
あ
る

「
引
率
者
の
が
、
会
場
・
宿
泊
所
等
に
は
、
看
護
婦
さ
ん

し
お
り
」
に
よ
り
御
指
導
願
い
ま
す
。
ま
た
、
を
待
機
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
に
は
常

〈
引
率
者
へ
の
お
願
い
〉

〉内は、特殊児、外数てあるO

備
薬
も
備
え
て
お
き
ま
す
。

宿
泊
所
に
到
着
し
て
か
ら
の
行
動
は
、
引

率
者
の
し
お
り
に
あ
り
ま
す
細
部
日
程
の
時

間
割
で
進
行
し
ま
す
。
多
勢
め
奨
学
生
が
一

挙
に
行
動
す
る
の
で
、
自
県
の
奨
学
生
を
十

分
把
握
指
導
願
い
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
に
つ
い
て
は
、
男
子
棟
と
女

子
棟
に
分
か
れ
て
お
り
、
両
者
の
行
き
来
が

引
率
者
で
あ
っ
て
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
県

引
率
者
に
は
女
子
引
率
者
の
御
配
慮
を
更
め

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『三

I i~ ぁ三
占宗し三
手堅た三
岳？の霊
長海三
写』芸

海
難
事
故
が
も
た
ら
す
遺
族
生
活
、
そ
の

困
窮
遺
族
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
求
め
、

父
の
あ
と
を
継
ぎ
海
で
働
く
卒
業
奨
学
生
た

ち
の
た
く
ま
し
い
姿
を
通
じ
、
育
英
事
業
の

成
果
を
し
ら
せ
本
会
事
業
の

一
層
の
協
力
を
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皆
様
か
ら
暖
か
い
募
金
・
寄
附
金
を
ょ
せ

ら
れ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
寄
附
の
御
芳
名
が
紙
面
の
都
合
上
、

逐
次
く
り
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
号
で

全
部
掲
載
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く

御
了
承
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

御

芳

名

（敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
系
統
扱
い
寄
附
金

含
む
。）

〔
四
月
〕

マ
宮
崎
県

〔
五
月
〕

マ
富
山
県
（
富
山
県
北
洋
漁
協
）

マ
香
川
県
（
小
田
喜
代
志

・
香
川
県
大
川
郡）

マ
静
岡
県
（
静
岡
県
信
漁
連
会
長
理
事
斉
藤

治
郎
左
衛
門
・
御
母
堂
香
典
返
し
）
マ
京
都

府
（
桐
村
豪

一
・
御
尊
父
香
典
返
し
）
マ
三

重
県
（
浜
田
幸
吉
・

三
重
県
鳥
羽
市
）
マ
三

重
県
（
浜
口
多
朗
・

三
重
県
志
摩
郡
）
マ
岡

山
県〔

六
月
〕

マ
京
都
府
（
滝
本
博
康
・
御
尊

父
香
典
返
し
）
マ
京
都
府
マ
茨
城
県
マ
熊
本

県V〔

時十二
本ニ
皆月一
円〕般

大 寄
l〔 附
府前
相号
良の
市つ
v づ

Vき
海）

洋
i 
出

お
願
い
す
る
。
と
同
時
に
、
遺
族
が
心
か
ら

の
願
い
で
あ
る
海
難
防
止
の
訴
え
と
祈
り
を

社
会
の
人
々
に
し
っ
て
も
ら
い
、
事
故
の
な

い
明
る
い
漁
業
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
記
念
映
画
を
製
作
し
ま
す
。

題
名
H
「
あ
し
た
の
海
」

l
漁
船
海
難
遺
児

の
訴
え
｜

脚
本
監
督
H
斎
藤
実
（
海
文
堂
刊
「
悲
し

み
の
海
」
、
童
心
社
刊
「
太
平
洋
漂

流
実
験
五

O
日
」
、
評
言
社
「
海
の

生
還
者
」
等
の
執
筆
者
で
あ
り
、
自

転
車
で
日
本
全
固
め
海
難
遺
族
を
訪

問
さ
れ
、
遺
族
を
励
ま
し
て
お
ら
れ

る
育
英
会
事
業
の
協
力
者
で
す
）

撮
影
H
井
上
健
朗
ほ
か

音
楽
H
吉
岡
し
げ
美

解
説
H
奈
良
岡
朋
子
（
劇
団
民
芸
）

映
画
の
規
模
H
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ
ー
、

三
O

分

試
写
会
H
本
会
設
立
の
日
、
本
年
十
月
二
十

九
日
、
コ
ー
プ
ビ
ル
予
定

環
境
研
究
所

一
同
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事

務
所

一
同
マ
全
漁
連
東
北
支
所

一
同
マ
東
京

水
産
大
学
職
員
一
同
マ
徳
井
利
信
（
養
殖
研

究
所
日
光
支
所
長
）
マ
農
林
水
産
大
臣
武
藤

嘉
文
マ
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
マ
北

海
道
区
水
産
研
究
所
一
同
マ
土
田
明
子
（
岐

阜
県
岐
阜
市
）

〔
一
月
〕

マ
丹
羽
啓
裕
（
静
岡
県
浜
松
市
）

マ
山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合
マ
桜
井
光

男
（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
大
阪
府
立
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
有
志

一
同
マ

岡
田
正
幸

（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）
マ
養
殖
研

究
所

一
同
マ
全
漁
連

・
全
水
共
・
漁
済
連
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
募
金
マ
合
志
美
代
子

（
兵
庫
県
神
戸
市
）
マ
杉
浦
由
男
（
愛
知
県

刈
谷
市
）
マ
水
産
社
K
K
マ
岐
阜
水
産
物
商

業
協
同
組
合
マ
全
漁
連
役
員
一
同
マ
全
日
海

三
崎
支
部
マ
全
臼
海
本
部
募
金
箱

・
鹿
児
島

支
部
募
金
箱

・
串
木
野
海
上
保
安
部
い
つ
も

り
会
（
全
日
海
経
由
）
マ
匿
名
（
大
阪
府
豊

中
市
）
マ
英
敦
子
（
香
川
県
善
通
寺
市
）
マ

遠
洋
水
産
研
究
所
俊
鷹
丸
一
同
マ

小
野
貞

（
東
京
都
千
代
田
区
）
マ
児
玉
雅
也

（
東
京

都
世
田
谷
区
）
マ
曾
我
正
男
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
マ
水
産
庁
沖
合
課
一
同
マ
早
川
豊
彦

（東
京
都
新
宿
区
）
マ
豊
田
幸
生
（
静
岡
県

盟
問
宮
田
市
削
V

円

vo命
保
明
書

E
L
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Th礼
子
知

mw

一
同
マ
南
西
海
区
水
産
研
究
所

一
同
マ
吉
村

フ
ァ
ミ
リ
ー

（
大
阪
府
箕
面
市
）
マ
水
産
庁

照
洋
丸
小
林
豊
マ
水
産
庁
東
光
丸
一
同
マ
東

和
電
機
製
作
所
（
全
漁
連
東
北
支
所
経
由
）

〔
二
月
〕

マ
み
の
り
幼
稚
園
母
の
会
（
東

京
都
新
宿
区
）
マ
日
本
水
産
ト
ロ
ー
ル
船
事

業
員

一
同
（
全
日
海
戸
畑
支
部
経
由
）
マ
ア

サ
ヒ
テ
ッ
ク
ス

K
K
（
東
京
都
三
鷹
市
）
マ

安
田
生
命
保
険
K
K
マ
全
国
海
苔
貝
類
協

同
組
合
連
合
会
マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組

合
連
合
会
マ
全
漁
連
鹿
児
島
工
場
マ
宝
洋
海

運
産
業
側
曳
船
部
吉
田
幸
吉
マ
漁
船
保
険
中

央
会
マ
早
川
き
と
し
（
東
京
都
新
宿
区
）
マ

小
島
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）
マ
回
平
喜
和
子
（
兵

庫
県
宝
塚
市
）
マ
富
士
ゼ

ロ
ソ
ク
ス

K
K

〔
三
月
〕

マ
全
日
海
新
潟
支
部

・
東
北
地

方
支
部
青
森
分
室
・
稚
内
支
部
募
金
箱
（
全

日
海
経
由
）
マ
宝
洋
海
運
産
業
側
タ
グ
ボ
ー

ト
乗
組
員

一
同
（
全
日
海
経
由
）
マ
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
附
江
東
出
張
所
マ
合
沢
洋
子

（育

英
会
）
マ
佐
藤
幹
児
（
海
洋
画
家
）
マ
水
島

港
タ
グ
ボ
ー
ト
関
係
者

一
同
・
全
日
海
水
島

支
部
（
全
日
海
経
由
）
マ
早
川
り
は
（
東
京

都
新
宿
区
）
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校
第

四
十
期
学
生
自
治
会
マ
全
漁
連
指
導
事
業
会

計
部
マ
宝
幸
水
産
K
K
宝
水
会
マ
全
国
水
産

加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
日
本
ト
ロ
ー
ル

底
魚
協
会
マ
全
国
水
産
物
商
業
協
同
組
合
連

合
会
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

〔
四
月
〕

マ
全
日
海
呉
支
部

・
水
島
支
部

・
三
崎
支
部
募
金
箱
（
全
日
海
経
由
）
マ
早

川
い
き
（
東
京
都
新
宿
区
）
マ
鈴
木
二
郎
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
マ
大
洋
漁
業
K
K
マ
宮
城

県
漁
業
従
事
員
組
合
（
漁
船
同
盟
経
由
）

〔
五
月
〕

マ
日
本
水
産
鮒
船
舶
部
々
長
千

葉
胤
英
マ
匿
名
（
小
岩
）
マ
全
固
ま
き
網
漁

業
協
会
々
長
金
子
岩
三
マ
小
田
切
道
子
（
東

京
都
調
布
市
）
マ
全
日
海
四
国
地
方
支
部
（
全

日
海
経
由
）
マ
海
文
堂
出
版
K
K
マ
マ
ッ
ク

商
事
募
金
箱
マ
早
川
豊
彦
（
東
京
都
新
宿
区
）

マ
全
国
鮭
鱒
流
網
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
理

事
川
端
元
治
マ
鈴
木
二
郎
（
神
奈
川
県
横
浜

市）〔
六
月
〕

マ
東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉
報

徳
会
マ
江
原
博
茂
（
御
母
堂
香
典
返
し
）
マ

日
本
海
難
防
止
協
会
安
全
調
査
第

一
部
々
長

塩
原
礼
次
郎
マ
大
島
み
ぎ
わ

（東
京
都
杉
並

区
）
マ
早
川
聡

（
東
京
都
新
宿
区
）
マ
鈴
木

崎
、
缶
事
門
比
聞

Z
告
加
川
1
白
色
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E
E
E
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フ
v
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F
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